
一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会 

プライマリ・ケア認定薬剤師研修会 

「生活モデルにおける薬剤師のパラダイム転換の 

必要性と今後への期待」 

   「薬から食へ〜支える医療と薬剤師への期待」 

（2022年 12月 11日 日曜日）【午前】オンライン開催案内 
 

【一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会は日本医学会の第１０９分科会です。そして、プライマリ・ケア認定薬剤師

制度は公益社団法人薬剤師認定制度認証機構（CPC）から「特定領域」の認定制度としての認証（認証番号 P02）を取得いた

しております。】 

前半は、今後の薬剤師の実践や薬局の運営のパラダイム転換について、在宅ケアや医療・介護連携に

関する政策動向などを紹介し、今後の薬剤師に期待される方向性は何か考える研修会です。 

後半は、「治す医療」から「治し・支える医療」へ医療の在り方が変わりつつある中、最も分かりや

すいテーマ「薬から食へ」について、考え理解する研修会です。是非是非ご参加ください。 

今回は新型コロナウイルス感染症の拡大を考慮し、ZOOM を使ったオンライン研修会とさせて頂きま

す。 研修に参加するには、一人一台のインターネットに接続可能な PC（カメラとマイク付き）、ま

たはタブレットが必要となります。スマートフォンでの参加はご遠慮願います。 

（細則による必須領域： A, E,G,I,J ） 

 

要      項 

１ 主    催 一般社団法人 日本プライマリ・ケア連合学会 

プライマリ・ケア薬剤師認定制度委員会 

２ 研修期間 2022年 12月 11日（日）  9:20～12:30 

 

３ 

 

研修方法 

ZOOM を利用したオンラインでの研修会になります。お申し込みで入力したメールアドレ 

スに配信 URL を送付致しますので、開始時間になりましたら、その URL をクリックして

研 修会にご参加ください。WS 終了後、グーグルフォームへのアンケートに当日中にご

回答ください。 

４ 認定単位 薬剤師：2単位（認定薬剤師単位）、医師：1．5単位（更新のための単位） 

５ 受講資格  薬剤師、医師、歯科医師、看護師、医療職、医療関係者 

６ 定員 80名（スモールグループ形式／ブレイクアウトルーム使用） 

 

７ 

 

受講申込 

締切り：2022年 11月 25日（金）午後5時 

ホームページからの申込による先着順となり、定員になり次第締切ります。 

電話、ファクシミリ、メールによる申込は受付けておりません。 

８ 受講振込 申込書を受信後、順次ご入金方法についてご案内させていただきます。 

※ 指定期日内にお振込みの確認ができない方は、キャンセル扱いとなりますのでご留意願います。 

９ 受講料 5,500円 但し、日本プライマリ・ケア連合会会員は 4,000円 

※ 受講料入金後のキャンセル又は欠席の場合、原則として受講料の返金はできません。 

 

申込先 ： 日本プライマリ・ケア連合学会事務局担当係 プライマリ・ケア認定薬剤師研修会事務局 

〒550-0001 大阪府大阪市西区土佐堀 1-4-8 日栄ビル 703A 有限会社あゆみコーポレーション内 

TEL：06-6449-7760 FAX：06-6441-2055  



プログラム（午前） 
2022年 12月 11日（日曜日） 午前                     

9：00～ 

 

受  付 

9：20～10：50 「生活モデルにおける薬剤師のパラダイム転換の必要性と今後への期待」  

                                          講師 ： 三原 岳 

 

高齢者人口の増加などを踏まえ、今後は在宅での生活支援を重視する考え方（生活モデル）

の下、多職種連携や全人的なケアなどが求められている、こうした中、政府も「かかりつけ薬剤

師」の制度化など、薬剤師の業務を対物から対人に転換する施策を展開しており、今後の薬剤

師の実践や薬局の運営ではパラダイム転換が求められている。 

本講演では、生活モデルの重要性を改めて指摘しつつ、在宅ケアや医療・介護連携に関す

る政策動向などを紹介し、今後の薬剤師に期待される方向性を指摘する。 

（細則による必須領域： A, G, J ） 

10：50～11：00 

 

休  憩 

11：00～12：30 「薬から食へ〜支える医療と薬剤師への期待」  

        講師 ： 武田 俊彦  

 

「治す医療」から「治し・支える医療」へ、医療の在り方が変わりつつある。支える医療とは、本

人のいのちだけではなく、暮らし、生きがいを支えることであり、治療中心の考え方からの転換

を意味する。その最も分かりやすいテーマが「薬から食へ」だと考える。これは決して医薬品の

否定ではなく、むしろ薬の専門家のコミットが必要であり、国民の期待も高いものだということを

理解する必要がある。 

（細則による必須領域： A, E, I ） 

         20分以上の遅刻・早退は原則単位になりませんのでご注意ください。 

【講師紹介】 

氏名 ： 三原 岳      所属 ： ニッセイ基礎研究所主任研究員 

氏名 ： 武田 俊彦    所属 ： 岩手医科大学 医学部 客員教授  
（一般社団法人 日本在宅ケアアライアンス 副理事長） 




